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【
解　

説
】

　

一
般
に
、
旧
来
か
ら
存
在
す
る
慣
習
や
伝
統
に
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
態
度
を
保
守
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
「
慣
習
や
伝
統
」
を
「
宗
教
」
に

置
き
換
え
る
と
、
そ
も
そ
も
ム
ス
リ
ム

0

0

0

0

知
識
人
と
は
お
し
な
べ
て
保
守
的
な
存
在
で
あ
る2

。
し
か
る
に
そ
の
一
方
で
、
保
守
と
対
置
さ
れ
が

ち
な
概
念
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
が
あ
り
、
「
リ
ベ
ラ
ル
な
ム
ス
リ
ム
知
識
人
」
を
自
認
す
る
人
た
ち
が
い
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
な

の
か
。

1　

前
者
はA

b
d
u

rra
h

m
a
n

 W
a
h

id
, “

M
en

ca
ri F

o
rm

a
t H

u
b
u

n
g

a
n

 A
g

a
m

a
 d

en
g

a
n

 N
eg

a
ra

”, K
om

p
a
s , 5 N

o
v
em

b
er, 1998. 

後
者
は

A
b
d
u

rra
h

m
a
n

 W
a
h

id
, “

Isla
m

 d
a
n

 M
a
sy

a
ra

k
a
t B

a
n

g
sa
”, P

esa
n

tren
, n

o
.3, v

o
l.4, 1989. 

が
原
文
。
い
ず
れ
の
エ
ッ
セ
イ
も
以
下
の
単

行
本
に
所
収
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
の
訳
出
し
に
あ
た
っ
て
も
そ
れ
を
用
い
た
。A

b
d
u

rra
h

m
a
n

 W
a
h

id
, M

en
g
u

ra
i H

u
b
u

n
g
a
n

 A
g
a
m

a
 d

a
n

 

N
eg

a
ra

, J
a
k

a
rta

: G
ra

sin
d
o
 (G

ra
m

ed
ia

 W
id

ia
sa

ra
n

a
 In

d
o
n

esia
), 1999.

2　

た
と
え
ば
政
治
学
者
で
保
守
論
客
の
中
島
岳
志
は
、
保
守
と
は
「
理
性
や
知
性
の
限
界
に
謙
虚
に
向
き
合
い
、
人
間
の
能
力
に
対
す
る
過
信
を
諌
め

る
も
の
」
、
そ
し
て
「
歴
史
の
風
雪
に
耐
え
た
制
度
や
良
識
に
依
拠
し
、
理
性
を
超
え
た
宗
教
的
価
値
を
重
視
す
る
も
の
」
だ
と
述
べ
て
い
る
（
中
島
岳

志
『
「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
」
宣
言
』
、
新
潮
社
、
二
〇
一
三
年
）
。

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
「
宗
教

－

国
家
関
係
の
型
を
も
と
め
て
」

（
一
九
九
八
年
）
お
よ
び
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
社
会
」
（
一
九
八
九
年
）1

訳
と
解
説　

 

佐
々
木　

拓 

雄
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端
的
に
い
え
ば
、
彼
ら
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
絶
対
的
な
掟
に
背
か
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
神
か
ら
授
か
っ
た
人
間
の
理
性
や
自
由

を
可
能
な
か
ぎ
り
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
「
掟
」
に
つ
い
て
の
解
釈
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
彼
ら
と
い
わ
ゆ
る
保
守
派
と
の

あ
い
だ
に
は
齟
齬
が
あ
り
、
そ
れ
が
ム
ス
リ
ム
社
会
の
内
部
に
亀
裂
を
も
た
ら
し
て
も
き
た
。
彼
ら
の
出
自
や
経
歴
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の

思
想
も
一
つ
の
も
の
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
多
宗
教
の
共
生
や
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
尊
重
、
そ
し
て
国
家
と

宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
の
分
離
な
ど
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
争
点
に
お
け
る
彼
ら
の
主
張
は
一
致
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
近
代
的
な
諸
価
値
を
接

合
す
る
彼
ら
の
試
み
が
ど
こ
ま
で
実
を
結
ぶ
の
か
は
不
明
だ
が
、
と
も
あ
れ
、
現
代
ム
ス
リ
ム
社
会
の
動
態
を
と
ら
え
る
う
え
で
（
ひ
い
て

は
神
な
き
社
会
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
く
う
え
で
）
、
彼
ら
が
注
目
を
要
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　

本
誌
第
七
四
号
、
七
五
号
、
な
ら
び
に
八
六
号
に
お
い
て
私
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
派
ム
ス
リ
ム
知
識
人
の
代
表
的
な

一
人
と
し
て
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
（
一
九
三
九

－

二
〇
〇
五
）
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
思
想
を
紹
介
し
た
が3

、
本
稿
で
は
、
そ
の
ヌ
ル
ホ

リ
ス
と
名
を
斉
し
く
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
第
四
代
大
統
領
と
も
な
っ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
（A

b
d
u

rra
h

m
a
n

 W
a
h

id
, 

一
九
四
〇

－

二
〇
〇
九
）
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
国
家
の
関
係
を
め
ぐ
る
思
想
を
、
彼

の
二
篇
の
エ
ッ
セ
イ
を
と
お
し
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
学
術
的
な
論
考
に
お
い
て
も
通
称
の
「
グ
ス
・
ド
ゥ
ル 

（G
u

s D
u

r

）
」4

で
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
な
ら
う
。

　

Ｎ
Ｕ
と
グ
ス
・
ド
ゥ
ル

　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
に
つ
い
て
い
つ
も
最
初
に
ふ
れ
ら
れ
る
の
は
、
彼
が
東
・
中
部
ジ
ャ
ワ
農
村
部
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
（
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
学
校
）

を
活
動
基
盤
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
、
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
（
「
ウ
ラ
マ
ー
の
覚
醒
」
を
意
味
す
る
名
称
。
以
下
、
Ｎ
Ｕ
）
の
創

設
者
の
一
人
、
ハ
シ
ム
・
ア
シ
ュ
ア
リ
の
孫
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
出
自
ゆ
え
に
、
彼
は
幼
少
期
か
ら
恵
ま
れ
た
教
育
を
受
け
、
彼
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自
身
も
生
来
的
な
Ｎ
Ｕ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
携
え
な
が
ら
そ
の
生
涯
を
送
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、

彼
の
思
想
の
相
当
部
分
は
、
彼
が
個
人
と
し
て
、
あ
る
い
は
自
立
し
た
一
人
の
ウ
ラ
マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
）
と
し
て
抱
い
た
も
の
で

あ
り
、
Ｎ
Ｕ
と
い
う
組
織
の
そ
れ
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　

Ｎ
Ｕ
は
、
一
九
二
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
す
気
運
が
広
が
る
な
か
で
設
立
さ
れ
た

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
組
織
で
あ
る
。
地
域
や
村
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
福
利
向
上
を
め
ざ
す
一
方
で
、
設
立
当
初
は
、
政
治
的
な
運
動
と
は
距

離
を
お
い
て
い
た
。
先
立
っ
て
一
九
一
二
年
に
設
立
さ
れ
た
「
改
革
主
義
」
団
体
の
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
と
は
思
想
的
に
対
抗
す
る
関
係
に
あ
り
、

Ｎ
Ｕ
は
、
タ
ク
リ
ー
ド
（
盲
従
）
や
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
的
文
化
を
も
含
み
な
が
ら
蓄
積
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
を
引

き
継
ぐ
「
伝
統
主
義
」
の
潮
流
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
、
こ
の
組
織
は
、
従
来
も
現
在
も
、
各
地
域
・
村
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
存
在
す
る
宗
教
指
導
者
（
広
い
意
味
で

の
ウ
ラ
マ
ー
で
、
キ
ア
イ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
者
）
た
ち
の
自
立
性
を
重
ん
じ
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｎ
Ｕ
の
影
響
力
が
強
い
と
い
わ
れ
る
地
域
で 

は
、
折
々
の
儀
礼
な
ど
を
理
由
に
住
民
が
頻
繁
に
集
ま
る
が
、
そ
う
し
て
集
ま
る
こ
と
の
目
的
は
、
特
定
の
思
想
の
伝
達
と
い
う
よ
り
も
、

集
ま
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
宗
教
指
導
者
に
よ
る
講
話
の
内
容
は
場

所
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
あ
る
所
で
は
「
夫
婦
仲
を
保
つ
た
め
の
秘
訣
」
の
よ
う
な
日
常
的
問
題
ば
か
り
が
あ
つ
か
わ
れ
、
別
の
あ

る
所
で
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
必
要
」
が
説
か
れ
た
り
す
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
反
対
に
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
必
要
を
否
定
す
る
指
導
者
た

3　

拙
訳
『
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
な
ど
存
在
し
な
い 

― 

ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
と
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ル
ム
の
政
治
書
簡
』
（
ア
グ
ス
・
エ
デ
ィ
・
サ
ン
ト
ソ
編
、 

ジ
ャ
ン
バ
タ
ン
社
、
一
九
九
七
年
）・
前
編
『
久
留
米
大
学
』
第
七
四
号
、
二
〇
一
六
年
、
同
後
編
『
久
留
米
大
学
法
学
』
第
七
五
号
、
二
〇
一
六
年
。
拙 

訳
「
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
『
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
革
新
の
責
務
と
ウ
ン
マ
の
統
合
の
問
題
』
」
『
久
留
米
大
学
法
学
』
第
八
六
号
、
二
〇
二
二
年
。

4　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
「
グ
ス
」
と
は
、
キ
ア
イ
の
息
子
と
い
う
意
味
。
「
ド
ゥ
ル
」
は
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
か
ら
。
ま
た
、
キ
ア
イ
と
は
宗
教
指
導
者

の
こ
と
。
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
父
親
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
最
初
の
宗
教
相
と
な
る
ワ
ヒ
ド
・
ハ
シ
ム
で
あ
り
、
彼
も
キ
ア
イ
で
あ
っ
た
。
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ち
も
存
在
す
る
か
ら
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
が
あ
る
。
こ
の
組
織
に
し
ば
し
ば
付
せ
ら
れ
る
「
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
」
と
い
う
形
容
は
い

た
っ
て
適
切
な
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｎ
Ｕ
は
、
日
本
軍
政
期
に
組
織
さ
れ
た
「
マ
シ
ュ
ミ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
協
議
会
）
」
へ
の
参
画
を
と
お
し
て
政
治
と
深
く
か

か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
マ
シ
ュ
ミ
は
、
当
時
す
で
に
多
様
な
か
た
ち
で
存
在
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
日

本
軍
の
敗
戦
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
独
立
か
ら
ま
も
な
く
、
思
想
的
な
相
違
や
権
益
争
い
を
も
と
に
分
裂
し
た
。
Ｎ
Ｕ
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は

一
九
五
二
年
に
こ
の
組
織
を
脱
退
し
、
独
自
の
政
党
「
Ｎ
Ｕ
」
を
形
成
す
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
結
束
力
は
ラ
イ
バ
ル
政
党
に
劣
っ
て
も
、

農
村
部
に
お
け
る
民
衆
の
動
員
力
は
あ
り
、
一
九
五
五
年
総
選
挙
で
は
、
国
民
党
、
マ
シ
ュ
ミ
党
（
先
の
マ
シ
ュ
ミ
と
は
異
な
る
組
成
で
一

政
党
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
）
、
共
産
党
と
並
ぶ
四
大
政
党
の
一
つ
と
な
っ
た
。
よ
く
い
え
ば
柔
軟
、
悪
く
い
え
ば
日
和
見
主
義
的
な
態

度
が
幸
い
し
て
、
そ
の
後
の
ス
カ
ル
ノ
、
ス
ハ
ル
ト
各
政
権
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
勢
力
へ
の
弾
圧
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
で
き
た
。
と
く

に
ス
ハ
ル
ト
政
権
下
の
初
期
に
お
い
て
は
、
政
権
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
諸
政
党
を
統
合
す
る
か
た
ち

で
作
ら
れ
た
開
発
統
一
党
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
主
軸
勢
力
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
で
あ
る
が5

、
Ｎ
Ｕ
創
設
者
の
孫
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
初
代
宗
教
相
ワ
ヒ
ド
・
ハ
シ
ム

の
息
子
で
も
あ
っ
た
彼
は
、
宗
教
教
育
も
普
通
教
育
も
十
分
な
か
た
ち
で
受
け
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
も
自
発
的
に
数
多
く
の
書
物
に
ふ
れ
る

少
年
期
を
過
ご
し
た
。
一
五
歳
で
『
資
本
論
』
を
完
読
し
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
で
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
な
ど
の
古
典
に
も

親
し
ん
だ
と
い
う
。
中
等
教
育
以
降
は
い
く
つ
か
の
地
域
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
で
多
く
の
時
間
を
過
ご
し
、
二
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
エ
ジ
プ
ト

の
名
門
ア
ズ
ハ
ル
大
学
に
留
学
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
ズ
ハ
ル
大
学
で
は
、
と
う
に
習
得
済
み
で
あ
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
や
暗
記
中
心
の
学
修
を
課
せ
ら
れ
て
勉
学
意
欲

を
も
て
あ
ま
し
た
。
気
持
ち
新
た
に
再
留
学
し
た
イ
ラ
ク
の
バ
グ
ダ
ー
ド
大
学
で
は
、
祖
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
に
つ
い
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て
学
び
を
深
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
期
の
生
活
の
な
か
で
彼
が
感
じ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
せ
よ
イ
ラ
ク
に
せ
よ
、
イ
ス
ラ
ー
ム

の
先
進
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
こ
の
宗
教
が
重
視
す
る
社
会
的
公
正
の
実
現
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
つ

づ
い
て
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
を
も
望
ん
だ
が
、
申
請
条
件
を
満
た
せ
ず
、
そ
れ
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
が
帰
国
し
た
の
は
、
一
九
七
一
年
、
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
ら
若
い
世
代
の
知
識
人
た
ち
の
一
部
が
「
世
俗
化
」
論6

で

物
議
を
醸
し
て
い
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
彼
は
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
教
育
職
に
携
わ
る
な
ど
し
な
が
ら
、
幅
広
い

知
識
と
歯
切
れ
の
よ
い
言
葉
を
武
器
に
、
週
刊
誌
『
テ
ン
ポ
』
や
日
刊
紙
『
コ
ン
パ
ス
』
、
学
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
『
プ
リ
ス
マ
』
な
ど
い
く

つ
か
の
媒
体
で
旺
盛
な
言
論
活
動
を
展
開
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
学
は
も
と
よ
り
、
宗
教
間
対
話
、
社
会
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン

教
育
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
、
あ
つ
か
う
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ほ
ど
な
く
世
代
を
代
表
す
る
知
識
人
の
一
人
と

し
て
の
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
映
画
や
音
楽
を
は
じ
め
芸
術
に
つ
い
て
の
造
詣
も
深
く
、
一
九
八
二
年
に
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
芸
術
協
会

（
Ｄ
Ｋ
Ｊ
）
の
会
長
に
も
選
ば
れ
た
。

　

そ
の
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
が
、
一
九
八
四
年
、
Ｎ
Ｕ
議
長
（
総
裁
）
の
座
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
俗
的
で
権
威
主
義
的
な
ス
ハ

5　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
経
歴
に
つ
い
て

は
、D

ed
y

 D
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d
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p
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a
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u
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u
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h
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u
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o
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io

g
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p
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y
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f A
b
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n
 W
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h
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J
a
k

a
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: E
q
u
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o
x
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u

b
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, 2002. 

な
ど
を
参
照
。
ま
た
Ｎ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、M

a
rtin

 v
a
n

 B
ru

in
essen

, N
U

: T
ra

d
isi, R

ela
si-rela

si 

K
u

a
sa

, P
en

ca
ria

n
 W

a
ca

n
a
 B

a
ru

k
a
. Y

o
g

y
a
k

a
rta

: L
K

is, 1994. 
や
、
比
較
的
近
年
の
動
向
を
含
め
た
も
の
と
し
て
、
小
林
寧
子
「
変
容
す
る

ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
の
二
重
指
導
体
制 

― 

ウ
ラ
マ
ー
の
権
威
と
指
導
力
の
乖
離
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
五
五
巻
、
三
号
、
二
〇
一
四
年
な
ど
。

6　

世
俗
化
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
新
の
責
務
と
ウ
ン
マ
の
統
合
の
問
題
」
の
訳
文
お
よ
び
解
説
を
参
照

の
こ
と
。
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ル
ト
政
権
が
「
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
」7

を
前
面
に
掲
げ
て
国
民
統
合
と
政
権
の
地
盤
固
め
の
総
仕
上
げ
を
進
め
て
い
た
時
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
状
況
下
で
Ｎ
Ｕ
の
最
高
指
導
者
に
な
ら
ん
と
し
た
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
が
、
組
織
内
の
反
対
意
見
を
抑
え
て
選
択
し
た
の
は
、
パ
ン
チ
ャ
シ

ラ
政
策
に
同
調
す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
開
発
統
一
党
か
ら
の
脱
退
を
含
め
、
Ｎ
Ｕ
と
い
う
組
織
を
政
治
か
ら
切
り
離
す
こ
と
だ
っ
た
。
か

ね
て
よ
り
彼
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル
を
用
い
た
政
治
に
批
判
的
で
あ
り
、
多
宗
教
の
共
生
を
と
も
な
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性

を
説
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
選
択
に
不
思
議
は
な
か
っ
た
が
、
政
権
側
か
ら
す
る
と
彼
は
都
合
の
よ
い
存
在
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
政
権
側
に
お
け
る
そ
の
評
価
は
ほ
ど
な
く
し
て
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
一
九
九
〇
年
に
ス
ハ
ル
ト
の
腹
心

バ
ハ
ル
デ
ィ
ン
・
ユ
ス
フ
・
ハ
ビ
ビ
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
知
識
人
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を

党
派
主
義
の
動
き
と
み
な
し
、
不
参
加
を
表
明
し
た
。
そ
の
か
わ
り
に
彼
は
、
宗
教
間
の
垣
根
を
こ
え
た
活
動
家
の
集
ま
り
で
あ
る
「
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
人
権
や
自
由
を
擁
護
す
る
活
動
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
動
き
が
反
体
制
的
と

み
な
さ
れ
て
再
三
圧
力
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
う
え
、
持
病
で
あ
っ
た
糖
尿
病
の
悪
化
と
脳
卒
中
の
た
め
に
視
力
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し

ま
う
が
、
そ
の
よ
う
な
折
の
一
九
九
八
年
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊
す
る
。

　

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
、
民
主
化
が
進
み
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
新
た
に
多
数
の
政
党
が
誕
生
し
た
。
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
そ
の
な
か
の
一 

つ
、
Ｎ
Ｕ
を
実
質
的
な
基
盤
と
す
る
民
族
覚
醒
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｂ
）
の
顧
問
と
な
っ
た8

。
そ
れ
に
収
ま
ら
ず
彼
は
、
一
九
九
九
年
総
選
挙
後
の
国

民
協
議
会
に
お
い
て
、
世
俗
勢
力
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
間
に
立
つ
よ
う
な
か
た
ち
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
第
四
代
大
統
領
に
も
選
ば
れ
た
。

宗
教
指
導
者
が
大
統
領
の
地
位
に
就
く
の
は
こ
の
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
そ
の
地
位
に
あ
る
時
間
は
短
か
っ
た
。
議
会
に

一
定
数
を
占
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
保
守
派
の
感
情
を
逆
撫
で
す
る
政
策
や
発
言
を
つ
づ
け
た9

こ
と
な
ど
が
大
き
く
響
き
、
二
〇
〇
一
年
、
彼
は

弾
劾
に
よ
っ
て
失
脚
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
多
く
の
支
持
者
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
そ
の
八
年
後
に
彼
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

そ
の
思
想
面
の
あ
り
方
に
つ
い
て
端
的
に
述
べ
る
な
ら
、
Ｎ
Ｕ
と
い
う
組
織
に
お
け
る
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
異
端
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
、



翻　訳210

7

標
準
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
も
と
よ
り
Ｎ
Ｕ
は
ウ
ラ
マ
ー
の
自
立
性
を
尊
重
す
る
傾
向
に
あ
り
、
グ
ス
・
ド
ゥ

ル
は
、
そ
の
な
か
で
育
っ
た
一
人
の
個
性
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
の
論
考
を
追
っ
て
明
ら
か
と
な
る
の
は
、

Ｎ
Ｕ
が
も
つ
伝
統
主
義
的
な
要
素
は
彼
の
な
か
に
お
い
て
生
き
つ
づ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
土
着
化
し

た
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
重
要
性
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
理
解
を
自
身
の
思
想
の
中
核
部
分
に
組
み
入
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
旧
来
か

ら
の
も
の
に
依
拠
し
な
が
ら
彼
は
、
近
代
的
な
人
権
や
自
由
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
取
り
組
み
は
後
続
の
世
代
に
と
っ
て
の
見
本
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た10

。

7　

パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
と
は
、
独
立
以
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
家
原
則
で
、
①
唯
一
の
神
へ
の
信
仰
、
②
公
正
で
文
化
的
な
人
道
主
義
、
③
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
統
一
、
④
合
議
と
代
議
制
に
お
け
る
叡
智
に
導
か
れ
た
民
主
政
、
⑤
全
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
に
た
い
す
る
社
会
的
公
正
、
の
五
条
項
か
ら
な
る
。

ス
ハ
ル
ト
政
権
は
こ
れ
を
国
民
統
合
と
体
制
の
正
統
性
の
確
保
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
な
ら
び
に
国
内
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
つ
う
じ

る
原
則
と
し
て
再
定
置
し
た
。

8　

政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
反
対
を
表
明
し
て
き
た
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
で
あ
っ
た
が
、
党
派
的
で
は
な
く
、
宗
教
の
政
治
シ
ン
ボ
ル
化
を
と
も
な
わ
な
い

ム
ス
リ
ム
に
よ
る
政
治
運
動
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
。
民
族
覚
醒
党
も
、
支
持
基
盤
は
Ｎ
Ｕ
で
あ
る
が
、
明
確
に
現
行
の
パ
ン
チ
ャ
シ
ラ
を
支
持
し

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
と
は
一
線
を
画
し
た
。

9　

た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
国
交
回
復
や
共
産
主
義
の
解
禁
を
提
言
し
た
。
国
会
が
紛
糾
し
た
あ
る
と
き
に
は
、
「
ま
る
で
幼
稚
園
の
よ
う
だ
」
と

発
言
し
、
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
議
員
た
ち
の
反
発
を
買
っ
た
。

10　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
人
物
や
思
想
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
外
で
す
で
に
多
く
の
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
注
5
に
あ
げ
た
グ
レ
ッ
グ
・ 

バ
ー
ト
ン
の
著
作
は
そ
の
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
。
日
本
語
の
も
の
で
は
、
次
の
論
考
が
詳
し
く
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。
小
林
寧
子
「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
伝
統
派
の
思
想
革
新 

― 

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
の
思
想
形
成
の
軌
跡
」
小
松
久
男
・
小
杉
泰
編
『
イ
ス
ラ
ー
ム
地

域
研
究
叢
書
２　

現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
と
政
治
運
動
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。
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聖
な
る
章
句
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
ス

　

前
述
の
一
九
九
九
年
総
選
挙
で
は
、
メ
ガ
ワ
テ
ィ
・
ス
カ
ル
ノ
プ
ト
リ
を
党
首
と
す
る
世
俗
的
な
闘
争
民
主
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｉ

－

Ｐ
）
が

三
四
％
と
い
う
高
い
得
票
率
を
記
録
し
、
第
一
党
の
座
に
つ
い
た
。
他
方
で
、
複
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
党
が
そ
れ
に
対
抗
し
て
連
立
し
た

た
め
、
議
会
に
お
け
る
次
期
大
統
領
の
選
出
を
め
ぐ
っ
て
事
態
は
膠
着
し
た
。
そ
こ
で
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
大
統
領
候
補
と
し
て
求
め
た
の

が
、
世
俗
勢
力
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
系
の
人
物
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
折
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
憶
測
も
ま
じ

え
て
複
数
の
「
候
補
者
」
の
名
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
む
ろ
ん
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
も
、
そ
し
て
無
所
属
で
在
野
の
知
識
人
で
あ
っ

た
ヌ
ル
ホ
リ
ス
・
マ
ジ
ッ
ド
の
名
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
囲
み
取
材
で
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
た
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
「
わ
た
し
と
チ
ャ
・

ヌ
ル11

の
思
想
は
同
じ
。
だ
か
ら
ど
ち
ら
が
選
ば
れ
て
も
同
じ
こ
と
だ
」
と
い
う
主
旨
の
応
答
を
し
て
い
た
。

　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
と
ヌ
ル
ホ
リ
ス
は
親
交
が
深
く
、
実
際
に
思
想
も
き
わ
め
て
近
か
っ
た
。
あ
え
て
い
う
と
、
前
者
は
政
治
家
や
活
動
家
と

し
て
の
経
歴
が
前
面
に
あ
り
、
後
者
は
宗
教
哲
学
者
と
し
て
の
思
考
と
発
信
に
基
礎
を
お
く
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
た
が
、
実
は
そ
の
よ

う
な
外
形
的
な
相
異
の
ほ
か
に
も
、
重
要
な
ち
が
い
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
聖
な
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
と
の
向
き
合
い
方
に
か

か
わ
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
、
一
九
八
二
年
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
ヌ
ル
ホ
リ
ス
の
自
宅
を
訪
問
し
た
と
き
の
こ
と
を
綴
っ
た
次
の
グ
ス
・ 

ド
ゥ
ル
の
文
章
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
チ
ャ
・
ヌ
ル
は
相
変
わ
ら
ず
だ
っ
た
。
流
行
お
く
れ
の
服
を
着
て
、
リ
ビ
ン
グ
は
古
本
屋
の

よ
う
に
書
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
宗
教
思
想
の
基
本
的
な
問
題
に
ば
か
り
関
心
を
向
け
、
周
辺
の
諸
問
題
に
気
を
散
ら
さ
な
い
。
話
し
は
じ

め
る
と
省
察
が
止
ま
な
く
な
る
の
も
以
前
と
同
じ
で
、
と
て
も
つ
い
て
い
け
や
し
な
い
。
そ
し
て
い
ま
だ
に
、
自
説
を
正
当
づ
け
る
根
拠
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

得
よ
う
と
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
に
縛
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
（
傍
点
筆
者
）12
。

　

ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
無
謬
の
神
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
絶
対
に
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

世
界
が
変
動
を
つ
づ
け
る
な
か
で
、
現
実
と
は
た
だ
ち
に
噛
み
合
わ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
章
句
も
多
く
存
在
す
る
（
例
え
ば
男
女
の
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性
差
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
章
句
が
そ
う
で
あ
ろ
う
）
。
そ
れ
で
も
「
字
義
ど
お
り
」
の
受
容
（
す
な
わ
ち
非
解
釈
）
と
実
践
を
貫
く
べ
き

だ
と
い
う
の
が
い
わ
ゆ
る
保
守
派
の
人
々
に
見
ら
れ
が
ち
な
態
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
実
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
「
神
に
従
っ
て
い
る
」

こ
と
を
つ
ね
に
主
張
す
る
こ
と
の
で
き
る
彼
ら
に
た
い
し
て
反
論
を
お
こ
な
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
リ
ベ
ラ
ル
派
の
課
題
は
、
そ
の
よ
う

な
保
守
派
の
言
説
的
な
優
位
性
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
で
あ
る
が
、
ヌ
ル
ホ
リ
ス
が
選
ん
だ
の
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
に
向
き
合
っ
た
ま

ま
、
そ
こ
に
「
字
義
ど
お
り
」
を
し
の
ぐ
実
質
主
義
的
な
解
釈
を
く
わ
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
啓
示
が
下
さ
れ
た
と
き
の
社
会
状
況
に
つ
い
て

の
考
察
な
ど
、
い
わ
ば
文
脈
的
な
理
解
の
幅
を
広
げ
ず
し
て
そ
れ
は
可
能
と
な
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
場
合
、
論
争
の
土
俵
は
固

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
向
き
合
う
と
こ
ろ
の
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
異
な
っ
て
い
た
。
章
句
を
見
て
、
文
脈
的
な
理
解
を
試
み
る
と
こ
ろ
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
く
て
も
、 

「
字
義
ど
お
り
」
で
押
し
通
す
相
手
と
の
論
争
が
不
毛
に
終
わ
る
こ
と
を
見
越
し
て
な
の
か
、
あ
え
て
そ
の
聖
な
る
章
句
の
土
俵
に
居
つ
づ

け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
彼
が
し
ば
し
ば
お
こ
な
っ
た
の
は
、
章
句
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
を
棚
上
げ
に
し
、
「
現
実
」
を
指

さ
し
て
「
見
て
み
よ
」
と
相
手
に
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
相
手
が
納
得
す
る
と
は
い
え
な
い
が
、
「
現
実
」
が
消
え
去
る
こ
と

は
な
い
の
と
同
様
に
、
そ
の
喚
起
の
言
葉
も
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
戻
っ
て
つ
け
加
え
る
と
、
彼
が
「
字
義
ど
お
り
」
を
貫
く
相
手

の
姿
勢
を
直
接
的
に
否
定
し
な
い
の
は
、
み
ず
か
ら
の
「
多
元
主
義
」
の
信
条
を
貫
こ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

紹
介
す
る
最
初
の
エ
ッ
セ
イ
、
「
宗
教 

― 

国
家
関
係
の
型
を
も
と
め
て
」
（
一
九
九
八
年
）
で
は
、
そ
の
よ
う
な
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
ス
タ

ン
ス
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
崩
壊
し
て
民
主
化
が
は
じ
ま
り
、
一
九
九
九
年
総
選
挙
に
む
け
て
多
数

の
政
党
が
生
ま
れ
た
時
期
に
日
刊
紙
『
コ
ン
パ
ス
』
に
寄
稿
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
て
お
く
と
、
ス
ハ
ル
ト

11　

 

「
チ
ャ
・
ヌ
ル
」
は
ヌ
ル
ホ
リ
ス
の
通
称
。
チ
ャ
は
「
お
兄
さ
ん
」
と
い
う
程
度
の
意
味
。

12　

以
下
よ
り
抜
粋
。A

b
d
u

rra
h

m
a
n

 W
a
h

id
, “

C
a
k

 N
u

r: T
eta

p
 teta

p
i B

eru
b
a
h
”, T

em
p
o , 10 J

u
n

i, 1982.
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の
政
治
体
制
を
顧
み
、
そ
れ
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
空
気
が
充
満
す
る
な
か
で
、
あ
た
か
も
独
立
前
ま
で
時
計
の
針
を
戻
す
か
の
よ
う
に
、

国
家
原
則
の
再
考
と
宗
教

－

国
家
関
係
の
再
編
が
多
数
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
政
治
家
の
あ
い
だ
で
喧
し
く
語
ら
れ
て
い
た
。
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、

そ
の
状
況
を
歴
史
的
な
文
脈
に
接
続
し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
現
状
に
た
い
し
て
彼
な
り
の
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
批
判
の
矛
先
は
、
一
九
世
紀
以
降
に
登
場
し
、
今
日
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
分
か
れ
て
活
動
を
つ
づ
け
る
「
改
革
主
義
」
に
向
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
。
改
革
主
義
者
た
ち
が
不
純
な
も
の
と
し
て
排
除
し

よ
う
と
し
て
き
た
土
着
の
慣
習
の
多
く
は
、
可
塑
性
が
あ
っ
て
壊
れ
に
く
い
。
ワ
リ
・
ソ
ン
ゴ
（
九
聖
人
）
に
は
じ
ま
る
か
つ
て
の
イ
ス
ラ
ー

ム
の
布
教
は
、
そ
の
壊
れ
に
く
い
も
の
を
壊
さ
ず
に
進
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
人
間
ら
し
い
慣
習
を
排
し
、
浄
化
や
神
聖
化
を
進
め
よ
う
と
い

う
改
革
主
義
者
た
ち
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
彼
ら
が
望
む
よ
う
な
成
果
を
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
と
同
時
に
不
当
で
も
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の

社
会
に
み
ず
か
ら
の
居
場
所
が
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
つ
つ
も
ロ
ー
カ
ル
な
慣
習
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
的
に
み
て
も
擁
護
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
グ

ス
・
ド
ゥ
ル
自
身
は
、
当
然
そ
の
こ
と
も
念
頭
に
改
革
主
義
者
の
「
不
当
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
議
論
を
あ
え
て

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
の
各
論
に
は
向
か
わ
せ
な
い
。
保
持
が
許
さ
れ
る
も
の
（
ハ
ラ
ー
ル
）
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
（
ハ
ラ
ー
ム
）
の
区
別
を

め
ぐ
っ
て
、
ど
の
み
ち
論
争
が
収
束
し
な
い
こ
と
を
見
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
わ
り
に
彼
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
は
い

ま
だ
に
タ
ウ
ヒ
ー
ド
（
神
の
唯
一
性
の
認
識
）
す
ら
未
到
達
の
段
階
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
現
実
に
見
合
わ
な
い
理
想
論
を
ふ
り
か
ざ
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
趣
旨
に
受
け
取
れ
る
主
張
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
正
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
も
現
実
か
ら
か
け
離
れ
て
い
れ

ば
無
効
で
あ
る
と
い
う
明
快
さ
を
と
も
な
っ
た
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
収
束
困
難
な
論
争
を
避
け
な
が
ら
、
誰
し
も
が
耳
を
傾
け
ざ
る

を
得
な
い
言
葉
を
投
げ
か
け
て
い
く
彼
の
柔
軟
な
戦
術
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る13

。
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民
族
国
家
の
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム

　

も
う
一
篇
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
社
会
」
（
一
九
八
九
年
）
は
、
前
述
の
エ
ッ
セ
イ
よ
り
も
九
年
早
く
書
か
れ
た
論

考
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
広
く
私
た
ち
社
会
科
学
の
研
究
者
の
関
心
を
引
く
も
の
で
、
近
代
に
な
っ
て
普
及
し
た
「
民
族
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
テ
ー
ト
）
」
と
、
そ
れ
と
は
質
を
異
に
す
る
「
宗
教
共
同
体
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
は
ど
の
よ
う
な
折
り
合
い
を
つ
け

て
共
存
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
訳
語
に
つ
い
て
の
説
明
を
付
す
と
、
本
訳
文
中
で
用
い
る
「
民
族
国
家
」
は “

n
a
tio

n
-sta

te”

（
英
語
）
お
よ
び “

n
eg

a
ra

 

b
a
n

g
sa
”

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
の
訳
で
あ
り
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
通
常
「
国
民
国
家
」
と
訳
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の

日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
も
か
つ
て
は
「
民
族
国
家
」
と
い
う
訳
語
が
普
及
し
て
い
た
。
そ
れ
が
な
ぜ
「
国
民
国
家
」
に
代
わ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
こ
こ
で
は
省
く
が14

、
訳
文
中
に
あ
る
「
民
族
国
家
」
や
「
民
族
社
会
」
の
「
民
族
」
は
、
近
代

以
降
を
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
は
「
国
民
」
と
互
換
可
能
な
も
の
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
て
、
こ
の
論
考
の
な
か
で
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
普
遍
主
義
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
民
族
主
義
、

国
民
主
義
）
は
相
異
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
は
そ
も
そ
も
論
理
的
な
両
立
が
む
ず
か
し
い
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

13　

日
本
人
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
で
あ
る
中
田
考
は
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
学
の
視
点
か
ら
」
あ
え
て
「
額
面
ど
お
り
に
」
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
の
言
葉
を
受
け
と
め

る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
含
む
多
数
の
彼
の
論
考
を
分
析
し
た
が
（
中
田
考
「
ア
ブ
ド
ッ
ラ
フ
マ
ン
・
ワ
ヒ
ド
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
観
」『
オ

リ
エ
ン
ト
』
四
二

－

二
、
二
〇
〇
一
年
）
、
そ
の
方
法
だ
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
論
の
枠
を
こ
え
た
政
治
的
な
柔
軟
さ
に
特
徴
の
あ
る
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
自

身
の
思
想
は
見
え
て
こ
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
中
田
の
視
点
や
分
析
に
く
わ
え
て
必
要
と
な
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学

者
で
あ
り
な
が
ら
、
確
固
た
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
彼
の
言
論
戦
術
に
つ
い
て
の
視
点
と
分
析
で
あ
ろ
う
。

14　

鈴
木
英
輔
「
民
族
国
家
の
意
味
と
『
国
民
国
家
』
と
い
う
概
念
の
持
つ
混
乱 

―
『
市
民
社
会
』
の
『
世
界
秩
序
シ
ス
テ
ム
』
へ
の
参
加
へ
」『
総
合
政
策 

研
究
』
四
七
号
、
二
〇
一
四
年
。
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
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ン
が
『
想
像
の
共
同
体
』
に
お
い
て
解
析
し
た
よ
う
に
、
一
方
は
領
域
に
限
り
が
な
く
、
超
時
空
的
な
共
同
体
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
、
限

ら
れ
た
領
域
を
設
け
、
同
時
性
の
観
念
に
も
と
づ
く
「
均
質
で
空
虚
な
時
間
」
と
と
も
に
成
り
立
つ
近
代
的
な
共
同
体
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
の
理
解
に
し
た
が
え
ば
、
宗
教
共
同
体
か
ら
民
族
国
家
へ
の
移
行
は
人
類
の
思
考
様
式
の
変
化
に
と
も
な
う
不
可
逆
的
な
も
の
で
あ
り
、

も
は
や
い
か
な
る
宗
教
運
動
家
で
あ
ろ
う
と
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
思
考
様
式
に
従
属
す
る
し
か
な
い
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
当

事
者
た
ち
の
主
観
と
し
て
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
民
族
国
家
よ
り
も
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
紐
帯
を
重
ん
じ
る
運
動
家
た
ち
は
、
民
族
国
家

の
成
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
法
や
制
度
に
則
っ
た
共
同
体
の
継
続
を
望
む
よ
う
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
民
族
国
家
と

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
は
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
べ
き
な
の
か
。

　

グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
こ
こ
で
も
完
全
な
理
論
的
解
決
を
求
め
な
い
か
た
ち
で
「
答
え
」
を
示
そ
う
と
す
る
。
仮
に
理
論
的

0

0

0

か
つ
極
端
に
話

を
進
め
る
な
ら
ば
、
民
族
国
家
は
き
わ
め
て
政
治
的
か
つ
世
俗
的
な
器
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
も
そ
の
器
に
身
を
お
く
以
上
、
宗
教
共
同
体
へ

の
帰
属
意
識
は
私
的
領
域
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
宗
教
共
同
体
へ
の
帰
属
を
第
一
に
し
た
け
れ
ば
、
民
族
国
家
に
帰
属
す

べ
き
で
は
な
く
、
独
自
に
宗
教
共
同
体
の
復
古
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
こ
で
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
そ
の
い
ず
れ
の
立
場
を

も
支
持
し
な
い
。
彼
の
理
解
に
お
い
て
は
、
一
方
で
完
全
な
世
俗
主
義
は
人
々
の
生
の
意
味
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
力
が
あ
り
、
他
方
で
人
類

史
の
発
展
に
逆
行
す
る
宗
教
共
同
体
の
再
現
も
じ
っ
さ
い
に
は
可
能
だ
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
の
可
能
だ
と
い
え
な
い
事
柄
を
、
民
族
国
家
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
諸
制
度
の
定
置
と
い
う
ま
や
か
し

0

0

0

0

の
よ
う
な
か
た
ち
で
実
現
し
よ

う
と
す
る
現
代
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
者
」
た
ち
に
た
い
し
て
、
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
厳
し
い
視
線
を
向
け
る
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、「
ア

ル=

ガ
イ
ヤ
・
ワ
ル
・
ワ
サ
イ
ル
（
目
的
と
手
段
）」
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
学
の
概
念
を
用
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
法
制
度
や
シ
ン
ボ
ル
で
は

な
い
（
ま
た
私
的
領
域
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
も
な
い
）
社
会
倫
理
と
し
て
再
生
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
の
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
と
し
て
の
彼
の
見
解
を
随
所
に
織
り
込
ん
だ
興
味
深
い
論
考
と
な
っ
て
い
る
。
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以
下
に
二
篇
の
エ
ッ
セ
イ
の
翻
訳
を
ご
覧
い
た
だ
く
。
脚
注
（
15
以
下
）
は
す
べ
て
訳
者
に
よ
る
も
の
（
訳
注
）
で
あ
る
。

 

【　

訳　

】

 

宗
教

－

国
家
関
係
の
型
を
も
と
め
て
（
一
九
九
八
年
）

　

こ
の
原
稿
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
と
い
う
重
大
イ
ベ
ン
ト
の
開
会
を
数
日
後
に
控
え
た
時
点
で
書
い
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が

な
ぜ
重
大
な
の
か
と
い
う
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
［
と
い
う
同
じ
名
称
の
会
議
］15

は
過
去
に
失
敗
を
し
て
お
り
、
そ
の
失
敗
は
わ
が

国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
の
分
裂
を
招
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
会
議
に
つ
い
て
ひ
と
つ
興
味
深
い
の
は
、
奨
励
的
な
色
の
強
い
そ
の
性
格
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
こ
の
会
議
は
、

互
い
の
相
違
を
忘
れ
て
と
も
に
「
リ
・
イ
ッ
ラ
ー
イ
・
カ
リ
マ
ー
テ
ィ
・
ラ
ー
ヒ
・
ヒ
ヤ
ル
・
ウ
リ
ヤ
ー
」
（
至
高
の
神
と
し
て
の
ア
ッ
ラ
ー

へ
の
帰
依
を
示
す
ひ
と
つ
の
表
現
で
あ
る
）
を
め
ざ
そ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
［
ご
く
初
歩
的
な
］
呼
び
か
け

が
い
ま
だ
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
の
実
情
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

15　

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
（K

o
n

g
res U

m
a
t Isla

m

）
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
団
体
か
ら
代
表
者
が
集
ま
る
会
議
で
あ
る
。

マ
シ
ュ
ミ
が
存
続
し
て
い
た
一
九
四
五
年
に
最
初
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
一
九
九
八
年
の
こ
れ
は
、
同
じ
名
称
の
会
議
と
し
て
は
二
度
目
の
開
催
で
あ
っ

た
。
一
一
月
三
日
～
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
一
五
〇
〇
ほ
ど
の
参
加
者
が
い
た
。
以
後
も
こ
れ
ま
で
、
規
模
は
一
定
で
は
な
い
が
、
継
続
的
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。
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闘
争
の
レ
ベ
ル
を
最
低
限
の
と
こ
ろ
に
設
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
［
主
催
者
た
ち
の
］
認
識
が
示
す
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
闘
争
は
ワ
リ
・
ソ
ン
ゴ
（
九
聖
人
）16

の
時
代
か
ら
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
だ
タ
ウ
ヒ
ー
ド
（
ア
ッ
ラ
ー
の
唯
一
性
の
認
識
）17

を
鼓
舞
す
る
段
階
に
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
し
て
進
め
ず
に
い
る
の
で

あ
る
。

　

タ
ウ
ヒ
ー
ド
か
ら
外
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
の
表
現
、
態
度
、
説
明
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
と
、
わ
れ
わ
れ
は
神
経
を
尖
ら
せ
て
向
き
合
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
聖
人
た
ち
の
墓
に
参
る
こ
と
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
に
そ
う
だ
。
一
部
の
者
は
、
そ
の
墓
参
が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
背
反
す

る
行
為
だ
と
述
べ
て
い
る
。
唯
一
の
神
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
特
別
な
能
力
や
学
識
を
授
か
っ
た
人
た
ち
を
崇
め
る
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
内
部
か

ら
破
壊
す
る
行
為
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
点
の
理
解
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
や
そ
の
他
多
く
の
場
所
で
見
ら

れ
た
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
ど
う
し
の
殺
し
合
い
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
聖
さ
に
執
着
し
、
こ
の
宗
教
の
諸
原
則
を
遵
守
し
よ
う
と
し
た
人
物
の
死
体
を
埋
葬
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何
の
問

題
も
な
く
、
ご
く
当
然
の
行
為
だ
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
い
た
っ
て
自
然
の
状
態
に
か
な
う
も
の
で
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
で
当
た
り

前
の
お
こ
な
い
で
あ
る
と
。
他
方
、
日
頃
か
ら
社
会
を
批
判
し
て
き
た
人
物
の
死
に
つ
い
て
は
こ
と
ご
と
く
、
こ
れ
に
気
を
留
め
よ
う
と
す

る
者
が
い
な
い
。
ご
遺
体
を
見
送
る
者
が
い
な
く
て
も
当
然
の
こ
と
だ
と
み
な
さ
れ
る
。

＊　
　

＊

　

わ
た
し
な
ど
の
よ
う
に
傍
で
見
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
［
当
然
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
］
不
当
で
し
か
な
い
。
改
革
主
義
者
た
ち
が

社
会
生
活
の
な
か
に
み
ず
か
ら
の
居
場
所
を
確
立
で
き
ず
に
い
る
の
は
、
彼
ら
が
改
革
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
教
え
が
そ
れ
だ
け
可
塑
的

で
壊
れ
に
く
い
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
こ
で
は
改
革
の
過
程
そ
の
も
の
が
わ
ず
か
な
成
果
し
か
生
み
出
し
て
こ
な
か
っ

た
。
な
の
に
、
ひ
と
つ
の
社
会
に
お
け
る
こ
の
［
改
革
主
義
が
も
た
ら
す
］
緊
張
は
い
つ
ま
で
つ
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。
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わ
れ
わ
れ
に
は
自
己
批
判
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
み
ず
か
ら
に
よ
る
、
そ
の
宗
教
に
つ
い
て
の
自
己
批
判
で
あ
る
。
ひ
と
た

び
で
も
自
己
批
判
を
し
て
み
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
に
重
要
だ
。
そ
れ
な
く
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
破
滅
し
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
な
い
。

　

気
が
つ
く
と
、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
の
落
と
し
穴
に
は
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
自
己
批
判
は
［
そ
の
批
判
を
共
有
し
な
い
ム
ス
リ
ム

の
側
で
は
］
憤
り
を
招
く
も
の
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
、
す
で
に
歴
史
の
な
か
で
い
く
た
び
も
証
明
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
改
革
を

実
行
し
よ
う
と
す
る
者
た
ち
（
改
革
主
義
者
）
ほ
ど
、
そ
の
憤
り
が
激
し
い
傾
向
が
あ
る
。

＊　
　

＊

　

一
八
二
一
年
に
西
ス
マ
ト
ラ
で
、
新
世
代
と
旧
世
代
と
の
戦
い
が
始
ま
っ
て
以
来
、
そ
の
対
立
は
わ
が
国
に
お
い
て
集
団
間
で
公
然
と
生

じ
る
衝
突
の
一
部
と
な
っ
て
き
た
。
ア
ラ
ブ
系
住
民
の
間
で
は
、
ジ
ャ
ミ
ヤ
・
カ
イ
ル18

に
た
い
し
て
ア
ル
・
イ
ル
シ
ャ
ド19

が
匹
敵
し
、
ナ
フ

ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
（
Ｎ
Ｕ
）
系
の
プ
サ
ン
ト
レ
ン
は
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
系
学
校
の
参
入
に
よ
っ
て
、
こ
れ
と
競
合
す
る
関
係
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
ア
ン
ソ
ー
ル20

の
設
立
と
、
ヒ
ズ
ブ
ル
・
ワ
タ
ン21

の
設
立
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

狭
小
な
利
害
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
に
代
弁
し
な
が
ら
存
在
し
て
き
た
種
々
の
運
動
は
、
あ
る
時
期
、
Ｎ
Ｕ
と
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
が
と
も
に
イ
ン

16　

ワ
リ
・
ソ
ン
ゴ
は
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
ジ
ャ
ワ
島
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
布
教
を
お
こ
な
っ
た
代
表
的
な
九
人
の
ス
ー
フ
ィ
ー
を
指
し

て
い
う
。
ジ
ャ
ワ
語
で
、
ワ
リ
は
「
聖
人
」
、
ソ
ン
ゴ
は
「
九
」
を
意
味
す
る
。
現
代
で
も
広
く
尊
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

17　

タ
ウ
ヒ
ー
ド
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
最
重
要
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
「
一
化
」
、
す
な
わ
ち
ア
ッ
ラ
ー
の
も
と
に
す
べ
て
を
集
約
し

て
世
界
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

18　

一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
組
織
。
ア
ラ
ブ
系
の
ム
ス
リ
ム
を
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。

19　

一
九
一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
・
ア
ラ
ブ
系
原
住
民
の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
。

20　

Ｎ
Ｕ
の
青
年
組
織
。
一
九
三
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。

21　

ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
系
の
ス
カ
ウ
ト
運
動
組
織
。
一
九
一
八
年
に
パ
ド
フ
ィ
ン
デ
ル
・
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤ
（P

a
d
v
in

d
er M

u
h

a
m

m
a
d
iy

a
h

）
と
し
て
生
ま 

れ
、
一
九
二
〇
年
に
改
称
し
た
。
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ド
ネ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
協
議
会
（
マ
シ
ュ
ミ
）
に
参
画
す
る
こ
と
で
つ
な
が
り
を
得
た
。
一
九
四
五
年
憲
法
か
ら
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
憲
章
」22

が

抜
け
落
ち
た
こ
と
な
ど
は
些
細
な
問
題
で
あ
り
、
実
際
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
を
動
揺
さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

イ
ス
ラ
ー
ム
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
答
え
る
べ
き
局
面
に
お
い
て
彼
ら
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
改
革
運
動
を
担
う
人
び

と
に
と
っ
て
そ
の
問
題
は
本
質
的
で
、
妥
協
の
で
き
な
い
性
格
の
も
の
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
指イ

マ
ー
ム

導
者
を
国
家
元
首
に
据
え
る
こ
と
に
賛

同
し
な
い
者
た
ち
は
、
必
然
的
に
そ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
か
ら
放
逐
さ
れ
た
。
反
対
に
、
そ
れ
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
指
導
者
が
国
家
元
首
に
な

る
こ
と
］
が
―
公
式
化
さ
れ
た
教
え
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
者
た
ち
は
、
敬
意
を
は
ら
わ
れ
る
べ

き
魅
力
的
な
存
在
と
し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
考
え
方
の
相
違
は
こ
れ
だ
け
長
い
あ
い
だ
持
続
し
、
展
開
し
て
き
た
。
こ
の
種
の
問
題
こ
そ
が
、
旧
来

か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
あ
い
だ
で
会
議
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
努
力
を
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
向
か
わ
せ
て
き
た
の
で
あ

る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
思
考
に
最
も
深
く
と
り
つ
い
て
い
る
の
は
、
宗
教
と
国
家
の
関
係
を
公
式
化
す
る
と
い
う
責
務
で
あ

る
。
こ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
が
律
法
宗
教
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
起
因
し
て
い
る
。
律
法
宗
教
で
あ
る
か
ぎ
り
、
国
家
と
法
律
の
関
係
そ
の
も

の
を
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
も
し
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
、
宗
教
法
の
形
を
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
は
、
生
活
の
な
か
で

適
切
に
実
行
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
五
つ
か
六
つ
の
政
党
が
い
ま
、
国
家
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
関
係
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
の
立
場
を
定
め
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て

い
る
の
を
見
る
の
は
た
い
へ
ん
に
興
味
深
い
。
い
ま
模
索
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
の
型
が
、
来
た
る
新
た
な
時
代
の
基
調
と
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
か
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
お
こ
な
わ
れ
る
［
民
主
化
後
］
最
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
の
成
果
も
こ
の
問
題
の
ゆ
く
え
に
か
か
わ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
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お
お
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
国
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
三
種
の
応
答
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
お
お
ま
か
な
見
方
と
し
て
、

そ
の
三
つ
の
応
答
は
そ
れ
ぞ
れ
、
統
合
的
応
答
、
任
意
的
応
答
、
対
立
的
応
答
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

統
合
的
応
答
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
公
的
な
位
置
づ
け
を
い
っ
さ
い
も
た
な
い
。
国
家
の
問
題
を
宗
教
の
教
え
を
関
連
づ
け
る
こ

と
も
ま
っ
た
く
な
い
。
人
び
と
の
生
活
と
国
家
と
の
関
係
は
、
彼
ら
が
所
属
す
る
社
会
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

　

言
葉
を
換
え
る
と
、
も
し
彼
ら
が
そ
れ
な
り
に
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
［
国
家
に
よ
る
教
化
で
は
な
く
］
各

自
の
受
け
た
教
育
や
文
化
と
い
う
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
［
の
任
意
的
応
答
］
に
お
い
て
は
こ
う
で
あ
る
。
も
し
議
会
や
国
民
協
議
会
に
お
い
て
ム
ス
リ
ム
や
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
の
代
表
者

た
ち
の
力
が
十
分
に
強
け
れ
ば
、
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
法
規
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
見
合
っ
た
も
の
に
変
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
の
力
を
十
分
に
も
た
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
［
み
ず
か
ら
の
願
望
を
他
者
に
］
強
制
で
き
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
と
は
異
な
る
と
彼
ら
が

み
な
す
と
こ
ろ
の
ル
ー
ル
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

 

［
三
つ
目
の
］
対
立
的
応
答
は
、
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
で
は
な
い
」
と
み
な
さ
れ
る
事
柄
を
端
か
ら
拒
絶
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
て
、
こ

の
三
つ
の
応
答
の
う
ち
の
ど
れ
が
こ
れ
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
に
お
い
て
支
配
的
［
な
言
説
］
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ

う
な
疑
問
に
た
い
す
る
答
え
は
イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
会
議
の
あ
り
方
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誰
が
大
統
領
に
な
る
の
か
と
い
っ
た

問
題
は
、
こ
れ
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
あ
る
。

22　

ジ
ャ
カ
ル
タ
憲
章
と
は
、
日
本
軍
政
末
期
の
独
立
準
備
調
査
会
に
お
い
て
、
憲
法
前
文
の
草
案
と
し
て
作
成
さ
れ
た
文
書
。
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
イ

ス
ラ
ー
ム
法
の
実
践
を
義
務
と
す
る
」
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
一
部
の
メ
ン
バ
ー
の
判
断
が
強
く
働
き
、
実
際
の
憲
法
と
国
家
原
則
の
成

立
の
前
に
こ
の
文
言
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。



アブドゥルラフマン・ワヒド「宗教－国家関係の型をもとめて」（一九九八年）および「イスラームと民族社会」（一九八九年）（佐々木） 199

18

 

イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
社
会
（
一
九
八
九
年
）

　

イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
で
あ
る
こ
と
を
共
通
項
と
す
る
家
族
間
社
会
と
い
う
小
さ
な
規
模
の
社
会
で
生
ま
れ
た
。
一
三
年
を
経

た
の
ち
に
そ
れ
は
、
か
つ
て
ヤ
ス
リ
ブ
と
よ
ば
れ
た
都
市
マ
デ
ィ
ー
ナ
の
種
族
間
社
会
に
お
け
る
生
活
の
手
引
き
と
な
っ
た
。
そ
の
状
態
は

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
年
に
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
亡
く
な
る
ま
で
つ
づ
い
た
。
よ
り
大
規
模
な
社
会
が
成
立
し
た
の
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
死
後
、

ア
ブ
・
バ
カ
ル
・
シ
デ
ィ
ク
が
カ
リ
フ
の
役
割
を
担
っ
た
と
き
だ
。
こ
の
と
き
ム
ス
リ
ム
の
社
会
は
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
を
は
る
か
に
超
え
て
ア

ラ
ビ
ア
半
島
全
体
を
覆
う
も
の
と
な
っ
た
。
ア
ブ
・
バ
カ
ル
に
か
わ
っ
て
ウ
マ
ル
・
イ
ブ
ヌ
・
カ
タ
ブ
が
第
二
代
カ
リ
フ
に
就
任
す
る
と
、

か
れ
は
ム
ス
リ
ム
の
社
会
意
識
を
ひ
と
つ
の
世
界
帝
国
の
規
模
に
ま
で
拡
大
さ
せ
た
。
東
は
イ
ン
ダ
ス
川
沿
岸
か
ら
西
は
大
西
洋
東
端
ま
で

広
が
る
そ
の
領
域
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
が
イ
ス
ラ
ー
ム
・
エ
ク
メ
ー
ネ
と
よ
ぶ
重
要
な
文
明
圏
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

　

こ
の
近
代
に
な
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
望
も
う
と
望
む
ま
い
と
、
広
く
「
民
族
国
家
（n

eg
a
ra

 b
a
n

g
sa

）
」
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
）

と
よ
ば
れ
る
一
連
の
現
象
と
の
共
鳴
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
共
鳴
の
歴
史
的
な
責
務

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
理
解
・
消
化
す
る
こ
と
は
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て

容
易
で
は
な
く
、
そ
こ
で
生
じ
た
困
難
こ
そ
が
昨
今
の
イ
ス
ラ
ー
ム
内
部
に
お
け
る
騒
々
し
い
論
議

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
イ

ス
ラ
ー
ム
・
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
や
そ
れ
に
類
す
る
諸
事
象
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
意
識
と
の
あ
い
だ
の
激
し
い
相
互
作
用
か
ら

生
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
こ
の
機
会
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
、
民
族
国
家
の
形
成
に
と
も
な
う
社
会
生
活
の
空
間
と
し
て
生
ま
れ
た

民
族
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
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イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
構
造
？

　

ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
、
ク
ル
ア
ー
ン
は
す
で
に
民
族
と
い
う
名
の
ま
と
ま
り
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
ッ
ラ
ー
は
こ
う

仰
せ
ら
れ
た
。「
わ
れ
は
お
前
た
ち
を
男
と
女
（
と
い
う
種
）
に
分
け
て
創
造
し
、
互
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
や

種
族
に
分
け
た
。
ア
ッ
ラ
ー
か
ら
み
て
最
も
貴
い
の
は
、
神
を
畏
れ
、
敬
虔
な
生
活
を
す
る
者
た
ち
で
あ
る
」
と
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
こ
れ
ほ

ど
明
白
に
民
族
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
そ
の
の
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
意
識
の
関
係
は
軋
轢
を
生
み
だ
す
も
の
と

な
っ
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
で
用
い
ら
れ
た
「
民
族
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　

ク
ル
ア
ー
ン
で
述
べ
ら
れ
た
民
族
は
、
同
じ
領
域
に
住
む
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ま
と
ま
り
と
い
う
以
上
の
も
の
を
指
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
た

い
し
て
、
近
代
の
民
族
意
識
に
は
こ
れ
と
は
異
な
る
意
味
、
す
な
わ
ち
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
政
治
的
な

ま
と
ま
り
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
の
理
解
の
変
化
を
示
し
て
い
る
の
が
民
族
国
家
で
あ
る
。
小
さ
な
領
土
と
単
一
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
要
素
が

組
み
合
わ
さ
っ
た
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
キ
リ
バ
ス
の
よ
う
な
民
族
国
家
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
そ
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
、

広
い
領
域
に
複
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
や
文
化
の
構
成
要
素
が
ひ
し
め
く
、
き
わ
め
て
多
元
的
な
民
族
国
家
も
存
在
す
る
。
そ
の
現
状
か
ら
見
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
先
述
の
明
白
な
ア
ッ
ラ
ー
の
仰
せ
は
、
近
代
的
な
意
味
で
の
民
族
社
会
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
よ
う

だ23

。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
意
識
の
［
親
和
的
な
］
関
係
の
模
索
に
お
い
て
最
た
る
困
難
と
な
っ
て
い
る
要
素
は
、
あ
た
か
も
「
超
国
家
的
」
で

あ
る
か
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
性
格
で
あ
る
。
す
べ
て
の
宗
教
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
出
自
を
問
う

こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
手
を
差
し
伸
べ
る
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
価
値
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
造

23　

こ
こ
で
グ
ス
・
ド
ゥ
ル
は
、
「
民
族
国
家
」
に
お
け
る
「
民
族
」
の
正
統
性
が
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
お
い
て
直
接
に
保
障
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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の
な
か
に
収
め
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
無
理
に
そ
れ
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
備
わ
っ
た
生
活
意
識
は
、
あ

る
［
世
俗
的
な
］
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
由
来
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
に
た
い
し
て
「
頭
を
下
げ
さ
せ
ら
れ
」
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
て
き
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
」
の
構
想
は
、
こ
の
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
想
は
、

単
一
の
機
構
の
内
部
に
異
質
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
二
つ
の
要
素
［
民
族
意
識
と
イ
ス
ラ
ー
ム
］
の
双
方
を
公
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ

と
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
民
族
意
識
を
引
き
離
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

二
つ
の
要
素
の
不
調
和
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
さ
ら
な
る
反
応
と
し
て
、
［
さ
し
あ
た
り
民
族
国
家
の
枠
組
み
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
］
人
び

と
の
生
活
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
役
割
を
理
念
化
す
る
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
方
策
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
構
造
の
も
と
で

生
ま
れ
る
要
請
、
す
な
わ
ち
国
家
的
要
請
と
な
る
も
の
を
差
し
置
き
な
が
ら
、
そ
の
か
わ
り
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
経
済
構
想
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的

科
学
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
社
会
等
々
か
ら
な
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
構
造
」
を
作
り
出
す
た
め
の
近
道
を
さ
が
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
る

ほ
ど
、
こ
の
方
策
は
、
束
の
間
の
鎮
静
効
果
を
も
た
ら
す
薬
物
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
想
を
頭
に
描
い
て
い
れ
ば
、
何
は
と
も

あ
れ
気
持
ち
を
涼
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　

問
題
は
、
民
族
意
識
を
と
も
に
し
た
民
族
国
家
は
、
そ
れ
で
も
存
在
し
つ
づ
け
る
と
い
う
避
け
ら
れ
な
い
現
実
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
を

望
ま
し
き
社
会
構
造
と
し
て
理
念
化
し
よ
う
と
い
う
方
策
は
、
じ
つ
は
た
ん
な
る
現
実
逃
避
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
種
の
方
策
の
先
に
あ
る
選

択
肢
は
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
民
族
国
家
一
般
の
概
念
を
向
こ
う
に
押
し
や
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
「
代
替
シ
ス
テ
ム
」
と

し
て
定
置
す
る
よ
う
図
る
か
、
あ
る
い
は
［
反
対
に
］
さ
っ
さ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
意
識
を
捨
て
去
っ
て
し
ま
う
か
で
あ
る
。

　

こ
の
い
ず
れ
の
態
度
も
建
設
的
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
の
態
度
に
は
［
逃
れ
る
べ
く
も
な
い
］
民
族
社
会
に

お
け
る
生
活
に
つ
い
て
の
無
気
力
や
無
関
心
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
民
族
社
会
の
あ
り
方
を
真
摯
に
考
え
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
望
も
う
と
望
む
ま
い
と
、
わ
れ
わ
れ
み
ず
か
ら
に
見
合
っ
た
文
脈
に
置
き
な
お
し
て
方
策
を
練
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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「
ア
ル=

ガ
イ
ヤ
・
ワ
ル
・
ワ
サ
イ
ル
（
目
的
と
手
段
）
」
の
原
則

　

普
遍
的
で
超
国
家
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
意
識
と
、
ひ
と
つ
の
民
族
社
会
に
備
わ
る
民
族
意
識
と
の
関
係
の
整
合
を
見
つ
け
だ
す
ひ
と
つ
の

方
法
は
、
機
能
的
な
観
点
を
用
い
て
両
者
を
と
ら
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
り
か
た
に
よ
る
と
、
社
会
が
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
よ

う
と
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
そ
の
社
会
の
成
員
の
福
利
を
重
視
す
る
生
活
観
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
、
二
つ
の
章
句
に
よ
っ

て
こ
の
機
能
を
き
れ
い
に
公
式
化
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
に
、
ア
ッ
ラ
ー
は
こ
う
仰
せ
ら
れ
た
。
「
終
末
の
日
に
ア
ッ
ラ
ー
の
ご
意
向
に
か
な

う
こ
と
を
望
み
、
ま
た
常
に
ア
ッ
ラ
ー
の
偉
大
さ
を
認
識
し
て
い
る
者
た
ち
の
た
め
に
、
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
完
全
な
お
手
本
と
な
る
」
と
。

で
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
完
全
な
お
手
本
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
使
徒
ム
ハ
ン
マ
ド
の
存
在
に
つ
い
て
、
ア
ッ
ラ
ー

は
、
「
わ
れ
が
お
前
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
を
遣
わ
し
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
と
そ
れ
が
存
在
す
る
広
い
世
界
に
福
利
を
も
た
ら
す
者
と
し
て

で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
社
会
に
福
利
を
も
た
ら
す
と
い
う
責
務
の
必
要
上
、
人
間
は
生
物
と
し
て
最
上
の
等
級
に
あ
る
も
の
と
し

て
創
造
さ
れ
た
。
人
間
は
あ
た
え
ら
れ
た
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
そ
の
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
を
と
お
し
て
、
相
互
連
関
と
よ

ば
れ
う
る
人
び
と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
く
。

　

言
い
換
え
る
と
、
生
活
観
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
形
に
す
る
た
め
に
は
、
社
会
構
造24

を
と
も
な
っ
た
実
践
の
た
め
の
形
態
が
必
要
と
な

る
。
な
ぜ
な
ら
、
［
右
に
述
べ
た
］
相
互
連
関
と
は
、
本
質
的
に
こ
の
社
会
構
造
に
よ
っ
て
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
イ
ス
ラ
ー

ム
は
社
会
構
造
を
と
も
な
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
の
理
屈
が
正
し
け
れ
ば
、
生
活
の
福
利
を
実
現
す
る
と
い
う
目
的
が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ぎ

り
、
実
際
に
は
社
会
の
運
用
形
態
そ
の
も
の
［
が
ど
の
種
の
も
の
で
あ
る
か
］
は
重
要
で
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
最
も
目
的
に
到
達
し
や

す
い
形
が
最
も
採
用
さ
れ
る
べ
き
形
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
的
構
造
」
の
理
念
化
を
推
奨
す
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
諸
形
態
で
は

24　

社
会
学
用
語
と
し
て
の
社
会
構
造
と
は
、
社
会
に
お
け
る
人
び
と
の
相
互
作
用
や
相
互
連
関
の
形
態
の
こ
と
を
さ
し
て
い
う
。
こ
こ
で
も
そ
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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な
い
。

　

宗
教
法
に
お
い
て
は
、
社
会
活
動
は
常
に
「
ア
ル=

ガ
イ
ヤ
・
ワ
ル
・
ワ
サ
イ
ル
（
目
的
と
手
段
）
」
の
原
則
に
依
拠
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
概
念
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
を
見
事
に
公
式
化
し
て
い
る
。
目
的
（
や
対
象
）
が
変
わ
ら
な
い
か
ぎ

り
、
そ
の
手
段
が
ど
う
で
あ
る
か
は
二
次
的
な
問
題
と
な
る
。
で
は
、
こ
の
原
則
が
、「
目
的
が
あ
れ
ば
何
を
し
て
も
許
さ
れ
る
」
と
い
う
［
極

端
な
］
態
度
に
向
か
わ
な
い
よ
う
に
は
ど
う
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
社
会
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、
イ
ス
ラ
ー

ム
は
、
正
し
く
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
諸
価
値
や
社
会
的
な
行
動
様
式
を
固
定
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
価
値
や
行
動

様
式
と
は
、
「
ア
フ
ラ
ッ
ク
・
カ
リ
マ
（
善
き
道
徳
）
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
が
、
そ
の
基
本
的
な
諸
価
値
を
当
該
社
会
の
倫
理
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
と
お
し
て
民
族
社
会
の
生
活
の
な
か
で
十
全

に
機
能
し
う
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
だ
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
民
族
社
会
の
生
活
に
お
い
て
機
能
す
る
が
、
そ
れ
は
特
定
の
国
家

形
態
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳
や
地
位
の
高
さ
に
見
合
っ
た
か
た
ち
で
国
家
・
社
会
の
行
き
方
を
導
く
社
会
倫
理
と
し
て
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
最
終
的
に
は
そ
の
人
間
こ
そ
が
生
活
の
福
利
の
た
め
の
方
策
の
対
象
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
の
何
で
も
な
い
民

族
国
家
の
形
態
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
が
、
目
的
に
到
達
す
る
た
め
の
よ
り
効
果
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
物
事

の
有
効
性
を
重
視
す
る
こ
の
観
点
が
、
「
ア
ル=

ガ
イ
ヤ
・
ワ
ル
・
ワ
サ
イ
ル
（
目
的
と
手
段
）
」
の
原
則
に
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
も
う
明
ら
か
で
あ
る
。

　

社
会
倫
理
と
世
俗
化
の
問
題

　

こ
こ
か
ら
や
が
て
発
生
す
る
問
題
は
、
次
の
よ
う
な
問
い
に
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
は
国
家
に
よ
っ

て
全
面
的
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
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る
「
宗
教
法
」
の
本
質
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
国
家
に
よ
っ

て
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
宗
教
法
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
数
多
の
生
活
面
に
お
け
る
諸
則
は
、
実
際
に
は
社
会
の
成
員
の

自
覚
が
あ
っ
て
実
践
さ
れ
る
道
徳
的
な
導
き
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
「
フ
ィ
ク
フ
」
（
理
解
す
る
、
知
る
、

気
づ
く
と
い
っ
た
意
味
）
と
し
て
の
宗
教
法
意
識
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
［
フ
ィ
ク
フ
］
は
宗
教
法
を
名
乗
っ
て
は
い
る
が
、
国

家
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
う
る
公
的
な
法
の
形
を
と
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

そ
の
こ
と
が
深
く
理
解
さ
れ
た
な
ら
ば
、
導
入
で
き
る
部
分
の
宗
教
法
だ
け
導
入
し
よ
う
と
い
う
［
選
択
的
な
］
姿
勢
に
つ
い
て
再
考
が

要
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
民
族
国
家
（
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー
ト
）
の
社
会
形
態
が
［
仮
に
導
入
し
て
み
た
と
こ
ろ
の
］
そ

れ
を
ど
こ
ま
で
実
行
で
き
る
か
を
深
く
考
え
も
せ
ず
に
、
民
族
国
家
の
概
念
を
受
け
入
れ
る
条
件
と
し
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
法
」
を
導
入
し
よ

う
と
い
う
誘
惑
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
目
的
そ
の
も
の
へ
の
到
達
の
根
本
的
な
妨
げ
と
な
る
。

　

社
会
倫
理
と
し
て
の
機
能
を
鑑
み
た
場
合
、
宗
教
法
は
そ
の
［
役
割
の
］
大
き
さ
を
失
う
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
国
家
と
い
う
名
の
社
会

機
構
の
大
が
か
り
な
支
持
な
ど
必
要
と
せ
ず
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
に
は
限
り
が
な
い
と
さ
え
い
え
る
。
本
質
的
な
こ
と

を
い
え
ば
、
も
し
イ
ス
ラ
ー
ム
が
も
つ
高
貴
な
教
え
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
実
践
を
促
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
が
意
味
す

る
の
は
世
俗
化
の
進
行
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
［
そ
の
局
面
に
お
い
て
は
い
か
ん
せ
ん
］
国
家
機
構
が
宗
教
よ
り
も
強
い
立
場
に
あ
る
か
ら
だ
。

イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ア
ッ
ラ
ー
に
帰
依
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
貴
な
る
人
生
の
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家

権
力
の
な
す
が
ま
ま
に
な
る
こ
と
は
避
け
な
く
て
は
な
ら
ず
、［
宗
教
の
実
践
は
］
社
会
の
成
員
の
強
い
自
覚
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
な
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
「
わ
た
し
は
道
徳
的
な
崇
高
さ
を
十
全
な
ら
し
め
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
だ
け
な
の
だ
」
と
い
う
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言

葉
の
意
味
を
も
っ
と
深
く
感
じ
と
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
道
徳
的
な
崇
高
さ
を
十
全
な
ら
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
民
族
社
会
に
お

け
る
社
会
的
倫
理
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
る
と
い
う
意
味
に
置
き
換
え
た
さ
い
に
初
め
て
よ
く
理
解
で
き
る
も
の
と
な
る
。
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国
家
と
い
う
名
の
社
会
を
通
す
に
せ
よ
、
そ
れ
以
外
の
何
か
を
通
す
に
せ
よ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
責
務
と
は
、
人
類
共
同
体
の
生
活
に
福
利

を
も
た
ら
す
と
い
う
目
的
へ
の
到
達
を
可
能
な
ら
し
め
る
社
会
倫
理
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
倫
理
の
機
能
化
は
公
的
な
法
を
通

し
て
導
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
「
た
ん
に
」
実
生
活
の
な
か
で
宗
教
の
教
え
を
実
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
社
会
的
自
覚
を
通
す
こ
と

に
よ
っ
て
も
で
き
る
。
こ
の
結
論
か
ら
わ
か
る
の
は
、
国
家
形
態
な
ど
関
係
な
く
、
ひ
と
つ
の
民
族
社
会
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
諸
価
値

の
普
遍
性
は
十
分
に
機
能
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。




